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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年8月4日(2011.8.4)

【公開番号】特開2009-227952(P2009-227952A)
【公開日】平成21年10月8日(2009.10.8)
【年通号数】公開・登録公報2009-040
【出願番号】特願2008-165330(P2008-165330)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  75/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  75/02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年6月21日(2011.6.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも
（ａ）線状ポリアリーレンスルフィド、
（ｂ）スルフィド化剤、
（ｃ）ジハロゲン化芳香族化合物、および
（ｄ）有機極性溶媒、
を含む反応混合物を、加熱して反応させて環式ポリアリーレンスルフィドを製造する方法
であって、反応混合物中のイオウ成分１モルに対して有機極性溶媒を１．２５リットル以
上５０リットル以下用いることを特徴とする環式ポリアリーレンスルフィドの製造方法。
【請求項２】
加熱温度が反応混合物の常圧における還流温度を超える温度であることを特徴とする請求
項１に記載の環式ポリアリーレンスルフィドの製造方法。
【請求項３】
反応混合物を加熱する際の圧力がゲージ圧で０．０５ＭＰａ以上であることを特徴とする
請求項１または２に記載の環式ポリアリーレンスルフィドの製造方法。
【請求項４】
ジハロゲン化芳香族化合物（ｃ）がジクロロベンゼンであることを特徴とする請求項１か
ら３のいずれかに記載の環式ポリアリーレンスルフィドの製造方法。
【請求項５】
スルフィド化剤（ｂ）がアルカリ金属硫化物であることを特徴とする請求項１から４のい
ずれかに記載の環式ポリアリーレンスルフィドの製造方法。
【請求項６】
スルフィド化剤とジハロゲン化芳香族化合物とを有機極性溶媒中で接触させることで得ら
れたポリアリーレンスルフィドを、線状ポリアリーレンスルフィド（ａ）として用いるこ
とを特徴とする請求項１から５のいずれかに記載の環式ポリアリーレンスルフィドの製造
方法。
【請求項７】
スルフィド化剤とジハロゲン化芳香族化合物とをスルフィド化剤のイオウ成分１モルに対
して１．２５リットル以上５０リットル以下の有機極性溶媒を用いて、加熱して反応させ
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て得られた環式ポリアリーレンスルフィドと線状ポリアリーレンスルフィドを含むポリア
リーレンスルフィド混合物から、環式ポリアリーレンスルフィドを分離することによって
得られた線状ポリアリーレンスルフィドを線状ポリアリーレンスルフィド（ａ）として用
いることを特徴とする請求項１から５のいずれかに記載の環式ポリアリーレンスルフィド
製造方法。
【請求項８】
少なくとも、線状ポリアリーレンスルフィド、スルフィド化剤、ジハロゲン化芳香族化合
物、有機極性溶媒からなる反応混合物を、反応混合物中のイオウ成分１モルに対して有機
極性溶媒を１．２５リットル以上５０リットル以下用いて加熱して反応させて得られた環
式ポリアリーレンスルフィドと線状ポリアリーレンスルフィドを含むポリアリーレンスル
フィド混合物から、環式ポリアリーレンスルフィドを分離することによって得られた線状
ポリアリーレンスルフィドを線状ポリアリーレンスルフィド（ａ）として用いることを特
徴とする請求項１から５のいずれかに記載の環式ポリアリーレンスルフィド製造方法。
【請求項９】
線状ポリアリーレンスルフィド（ａ）の重量平均分子量が２，５００以上であることを特
徴とする請求項１から８のいずれかに記載の環式ポリアリーレンスルフィドの製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
上記課題に対し本発明は、
１．少なくとも
（ａ）線状ポリアリーレンスルフィド、
（ｂ）スルフィド化剤、
（ｃ）ジハロゲン化芳香族化合物、および
（ｄ）有機極性溶媒、
を含む反応混合物を、加熱して反応させて環式ポリアリーレンスルフィドを製造する方法
であって、反応混合物中のイオウ成分１モルに対して有機極性溶媒を１．２５リットル以
上５０リットル以下用いることを特徴とする環式ポリアリーレンスルフィドの製造方法、
２．加熱温度が反応混合物の常圧における還流温度を超える温度であることを特徴とする
第１項に記載の環式ポリアリーレンスルフィドの製造方法、
３．反応混合物を加熱する際の圧力がゲージ圧で０．０５ＭＰａ以上であることを特徴と
する第１項または第２項に記載の環式ポリアリーレンスルフィドの製造方法、
４．ジハロゲン化芳香族化合物（ｃ）がジクロロベンゼンであることを特徴とする第１項
から第３項のいずれかに記載の環式ポリアリーレンスルフィドの製造方法、
５．スルフィド化剤（ｂ）がアルカリ金属硫化物であることを特徴とする第１項から第４
項のいずれかに記載の環式ポリアリーレンスルフィドの製造方法、
６．スルフィド化剤とジハロゲン化芳香族化合物とを有機極性溶媒中で接触させることで
得られたポリアリーレンスルフィドを、線状ポリアリーレンスルフィド（ａ）として用い
ることを特徴とする第１項から第５項のいずれかに記載の環式ポリアリーレンスルフィド
の製造方法、
７．スルフィド化剤とジハロゲン化芳香族化合物とをスルフィド化剤のイオウ成分１モル
に対して１．２５リットル以上５０リットル以下の有機極性溶媒を用いて、加熱して反応
させて得られた環式ポリアリーレンスルフィドと線状ポリアリーレンスルフィドを含むポ
リアリーレンスルフィド混合物から、環式ポリアリーレンスルフィドを分離することによ
って得られた線状ポリアリーレンスルフィドを線状ポリアリーレンスルフィド（ａ）とし
て用いることを特徴とする第１項から第５項のいずれかに記載の環式ポリアリーレンスル
フィド製造方法、
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８．少なくとも、線状ポリアリーレンスルフィド、スルフィド化剤、ジハロゲン化芳香族
化合物、有機極性溶媒からなる反応混合物を、反応混合物中のイオウ成分１モルに対して
有機極性溶媒を１．２５リットル以上５０リットル以下用いて加熱して反応させて得られ
た環式ポリアリーレンスルフィドと線状ポリアリーレンスルフィドを含むポリアリーレン
スルフィド混合物から、環式ポリアリーレンスルフィドを分離することによって得られた
線状ポリアリーレンスルフィドを線状ポリアリーレンスルフィド（ａ）として用いること
を特徴とする第１項から第５項のいずれかに記載の環式ポリアリーレンスルフィド製造方
法、
９．線状ポリアリーレンスルフィド（ａ）の重量平均分子量が２，５００以上であること
を特徴とする第１項から第８項のいずれかに記載の環式ポリアリーレンスルフィドの製造
方法、を提供する。


	header
	written-amendment

